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Ⅱ．方法   
１．研究デザイン：ケース･コントロール研究  
２．対象： 50 歳節目検診 (2 泊 3 日のドック入院 )受検者のうち、文書による同
意が得られた者で、女性・海上自衛官を除いた男性陸上自衛官 435 名 (有効















Ⅲ．結果   
【 Phase1:対象の個人及び集団の特徴】  
高 LDL コレステロール血症の割合は 40%で、国民健康栄養調査 (2015)による
同年代男性 27%に比べると多く、メタボリックシンドローム (予備群含む )の割合
は 39%と、同年代男性 51%に比べて少なかった。また、同年代男性より対象の運
動習慣の割合は多かったが、肥満者 (BMI≧ 25kg/m 2)の割合は、同年代男性 34%
に比べ対象は 42%であり、運動習慣がある割に肥満者の割合が多いことが明らか
になった。また、生活習慣病の有所見者は、肥満者や長期的な体重増加 (入隊から
50 歳までの BMI 変化率 :⊿BMI≧ 10%)のある者が有意に多かった。すなわち肥満
と体重増加は生活習慣病に関する重要な健康課題であることが認められた。  
集団の特性として、食べ過ぎだと認識している者が 81%みられた。また、運動
習慣のある者は運動 SE の合計平均点が有意に高かった (p<0.001)。  














































































解析では、多数の解析手法（要因間の関連は T 検定、カイ二乗検定、Fisher の
正確確率検定、一元配置分散分析、二項ロジスティック回帰分析、群間比較は
Tukey 法、Games-Howell 法、Kruskal-Wallis 検定等）を活用し緻密な分析作業を
積み重ね、さらに分析結果を予備調査の質的調査、臨床データの解析調査の知見
と自身の保健師としての実践経験を活かして多角的に解釈を行い、自衛官の背
景・環境要因を踏まえたリスク要因に関わる貴重なエビデンスを明らかにしたこ
とは意義がある。統計解析について、モデルの検証のための統計解析が不足して
いるのではないかと指摘があった。本邦では既に有効性が認められているプリシ
ード・プロシードモデルを用いて関連要因を抽出することが目的であったためモ
デルの検証には至っていないが、今後研究成果を実践に適用し、適用可能性や有
効性の検討とともにモデルの妥当性を検証することは課題である。  
また、過酷な状況下での業務が生活に与える影響や自衛官としての独自性の検
討が不十分ではないかとの指摘があった。生活習慣病に関わるリスク要因を分析
した結果、一般対象の先行研究とは顕著な相違は認められなかったが、自衛官の
独自性や特徴を明らかにするために職場環境や労働状況に関わる項目を増やして
さらに検証を続けることが期待される。  
本研究は本学倫理審査委員会の承認を得て実施しているが、対象データは申請
者が共同研究者として組織で実施した「過酷な状況下の生活習慣病リスクに関す
る研究」で得たデータと健康診断の結果を使用しており、対象へのデータ使用の
許可や配慮はどのようにしたのかについての倫理的配慮や研究の限界に関する記
述内容に不十分な点があると意見があり、論文表現の精錬を要する。  
課題として、研究対象は 50 歳節目検診受験者の男性陸上自衛官と限られてい
ることから自衛官全体の特性を示すには限界があり、一般化するには対象を増や
し実践での結果の適用と検証が必要である。  
研究論文として課題はあるが、生活習慣病に関わるリスク要因と肥満および長
期的体重増加予防の包括的アプローチについて明らかにした成果は、自衛官に限
らず一般対象への保健指導および健康教育の効果的な支援方法の開発に多くの示
唆を提供できるものであり、貴重な研究論文として評価できる。  
以上から本論文は、学位規則第４条第１項に定める博士（看護学）の学位を授
与するに値するものであり、申請者は看護学における研究活動を自立して行うに
必要な高度な研究能力を有すると認められ、論文審査および最終試験に合格と判
定する。  
